
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８９

基盤研究(C)

2013～2011

クラウドコンピューティング環境による次世代ｅラーニングスタイルに関する研究開発

Research and development of the next generation style of e-learning on the cloud com
puting environment

３０１４７９４６研究者番号：

平澤　茂一（Hirasawa, Shigeichi）

早稲田大学・理工学術院・名誉教授

研究期間：

２３５０１１７８

平成 年 月 日現在２６   ６ １８

円     4,000,000 、（間接経費） 円     1,200,000

研究成果の概要（和文）：　本研究では，平成23年度より3年間，クラウドコンピューティング環境による次世代ｅラ
ーニングスタイルに関する研究開発に関する研究開発を行った．学習スタイルとしては，平成23年度には学習者が仮想
化デスクトップを経由してeラーニングを行う場合を，24年度には学習者が電子書籍を使用しながらeラーニングを行う
場合を，また25年度にはクラウドコンピューティング環境側で学習者の学習履歴を取得可能なシステムの試作を行い，
それぞれについて実証実験を行い評価を行うことで一定の有効性を確認することができた．得られた研究成果は関連す
る学会において発表を行った．

研究成果の概要（英文）：This research project took the next generation style of e-learning on the cloud co
mputing environment as main theme from Japanese financial year (FY) 2011 to 2013. In FY 2011, the project 
assumed an e-learning style that the learners make use of virtual desktop environment for e-learning. In F
Y 2012, it assumed an e-learning style that they are under e-learning environment with their digital textb
ooks. In FY 2013, it constructed a prototype of e-learning supporting system that the various logs of the 
learners can be preserved and visualized on the cloud computing environment. For the above e-learning styl
es including the prototype, the project enforced some experiments for their evaluations. Then, some intere
sting results were obtained and the prototype system's effectiveness was proven to some extent. The part o
f the obtained results was presented at the related conferences.
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１． 研究開始当初の背景 
近年，クラウドコンピューティング環境を

活用した，企業活動を支える様々なシステム
が実用化されている．こうした技術が教育分
野，特に e-learning 技術と融合することによ
り，次世代の e-learning スタイルが変化する
ことが期待される． 
 
２． 研究の目的 
本研究では，前項で述べたクラウドコンピ

ュ ー ティン グ 環境に お ける次 世 代 の
e-learning の学習スタイルを明らかにする． 
 
３． 研究の方法 
本研究では，実際にクラウドコンピューテ

ィングの実験環境を構築し，そこで実際に
e-learning を行う実証実験を行う．実証実験
には，従来の PC クライアントを用いた
e-learning のほかに，近年急速に普及してい
るスマートフォン端末やタブレット端末と
いったモバイル端末による e-learning も視
野に入れる．実証実験により得られた結果を
分析，考察することにより，次世代の
e-learning 学習スタイルの可能性を明らか
にする． 
 
４． 研究成果 
本研究で扱った学習スタイルとしては，

平成 23 年度には学習者が仮想化デスク
トップを経由して e ラーニングを行う場
合を，24 年度には学習者が電子書籍を使
用しながら e ラーニングを行う場合を，
また 25 年度にはクラウドコンピューテ
ィング環境側で学習者の学習履歴を取得
可能な補助システムの試作を行い，それ
ぞれについて実証実験を行い評価を行う
ことで一定の有効性を確認することがで
きた．得られた研究成果は関連する学会
において発表を行った． 
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